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生殖腺に　つ　い　て

A ecolo♀icalstudy of Cololabis saiTtl（lltlE＼’00RT）in

the Pacific（）Cean一一ト

Studies on tllC（】enital Gland．

久　　保　　雄　　一

Followingtheanteriorreports，authorexamined aec〕logicalstudy onthegenitaZgla一

mdinthispaper，namely，thedegreeofmaturity，gOnadweight，gOnadlength，G⊥W・／B・W●

×10空，relativegrowthbctween bodylength（bodyweight）Etndgonadweightorbetか－

eengonadlengthand gonadweight，meanValueofegg（三iameter，frequency distribution

ofeggdiameter，mOStripeovarianeggnumberandripe ovarian eggnumber・andbila－

teralsymmetrieofgenitaI gland・Theresultsobtainedareasfollows；

1）Thedegreeofmutulityaredeteminedatfiveclas30fimrnlture，COmparativelyma－

ture，mature，mOStmature，and spawned・

2）Gonadweight，gOnadlength，andindexMismeasured assomemorphologicalchar－

actorsofgenitalgland・ModeofgonadwcihgtismeasuredfromO・2grto O・3grinovary，

andunderO．1grintestes・M）deofgonadlengthismeasured5・Ocmatovary・and9・Oml

at testes．Generally speakhggonad Weightandindex Mis ableto mcrelargeraccoト

dingtoproceedingof season，anditshowmaximumindecember・

3，Bodylength（bojy weight）isdon，t regressagainstgonadweight・Therelationbet－

weenovarylength（ⅩJand ovaryweight（Y）may beexpressed by

Y＝1．3553－0．64二、7Ⅹ＋0．0893Ⅹ2

Within thelimit of present materials．

4）Itisabletoseparate betweenmost rjpe eggand ripeegg，andeggdiameteriJlthe

fomeris measured from l．5mm to　2．5mm and thelatteris O．55mm to　2．0mm．The

relation betweenmean vatue of egg diameterand tx）dy Length，ring phase．fishing season

do not show a sigfninicant difference atleve15〆．

5）Accordingtofreq11enCydistributionofeggdiameteritis bimodeortrimode，andthose

modeislocate at　2．Omm and l．Omm fo l．5mm．C．sairais spawingina few timein

year，The egg diameterof spawingtimeismeasured froml・5mmto　2・5mmanditis

very】egiblein the parsonal error ofitown・

6）Themostripeovarian egg numberismeasllredfrom120to1720，andtheripeovar－

iaIlegg numberis13O to　255け．Itis notr占cognize theregressionrelationbetween bod－

ylength（bodyweight）andmostripe0Varianeggnumber（．ripeov訂ianeggnumber）・

7）Itwas accountedfor thederectionand strengthofbilateralLSymmetrieasregardsto
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SOme mOrphological charactors of genita】grand C．saira．In the resu7tit do not shoW a

Significantdefferenceatleve15％in all charactors．Thereforeitis not recognize that ge

nital grand of C．sairais not bilateralsymmetrie．

前報告の資料を桐払て主として生靖頂についてあ調雷結果をここに報告する。

1．生殖腺の感熱皮

C．組iraの生殖晩は陀路内に左岸2粟に分れ耕．世孔より頭部に向ひ熟度の進むに従ひ伸長肥大

する。生殖院の前端は汗臓・日等の内臓器官の問から初まり煉月に人くなって後方に走り最後に短

く紅い輸卵管となる0　これは統排泄軒の尖端にある生殖孔を通じて外界に攫続する。成熟度の決定

は生租晩の肉眼的観察に依り熟壁の進んだ個体については房も路鏡駁架も併用し．便宜」二次の隊に熱

度を規定した。精鹿については精ナの発達状態が肉眼的観察では不帰政なので主として生殖悦里長

を＿基として分けて見た㍉

IMMATUREニ卵巣，中一恥より耶二門祁迄は鮮紅色、尖端は透黄色、或は全休が透薫色、卵粒は肉

眼で全く認められす卵径はunimodeで　0・2mm附近に山があり分数は極めて小さい○

精巣，劇金状で乳白色、重量は0・5．町師道ニ

COMPARATIVELY MATURE：卵農，全体が鮮紅色。肉眼で微少な末聾育卯が多数認められ

る。卵径はunimode或はbimodeで0・2mm以下或は0．2mm以下及び0．5mlIl附通に山が認められ

分散はimmatureより大きくたる。精粗乳白色。針金状より租太くなる。重量は1・Ogr位迄o

MATURE：卵巣，淡紅色。卵粒は大きくたり．卵色は透明な淡紅色。卵径はbimodejkはtrim－

odeとなり1．0m以上となる。1・6mnl以上の熟卵も多少出現する0精巣，乳白色っ　2・Ogr附近迄を

畠む。

■　MOST MArllURE：卵嵐，淡紅色。卵嚢は卵粒の充実に依　緊服し極めて破れ易くなって居

る。卵粒は大きくtrimode或はbimodeでbimode　のものは特に分散が大きい○　卵径は1・6mm

以上2．5mmに達し輝絡七を持ち熱卵の形態を備へたものが多数認められる0倍巣，乳白色○ヤ趣＝

状となり重量2．Ogr以上となるo

SPAWNED：卵嚢萎配し成熟卵を有せず用戌も未熟卵が少最穫（fLで居るだけとなる。卵巣表

皮も弛緩する○

全材料の生埴晩の成熟度を上記の基準に依　観察した綜黒は　TabIe■1に示してある。immat－

tlre51．9ク左，COmparativeTy mature27▼9㌢左，Mature　6，4％，Most mature　3．7％で放卵後のrt何体

がl尾含まれるJ鋸熟度の雌離間の差は殆ど認められす岬雌魚にmOSt matureが梢多い○宮内1）は

サンマは3年以後に成熟Lll H上中旬に漁獲されたものに初めて成熟した生頼悦を認め其以前の

も‘のは鴫黙したものが極めて稀であるとして居る。外全標本に封して半熟誓■　以上の個体数の占め

る比率は雌雄共体長の大きなもの程大きく、大体27cm以上の偶作だけにHH見し．未熟魚は季節

の進むに往’ひ1成少し勲魚は12月に大きな比率を占める21とも云ほれて屠る。鼓でも漁期の進むに

従ひ成熟する様でimmalureの個体は9月1（M％，lr用雄7日・7％，雌7月．7％，11ト雄45．4％，雌飴．2

％，12月雄15．9％，雌13．3％、で順次減少する＝mOSt matureの個体は9月に出現して軍らす1∩月雌4．

3％，11月経5．5％，雌6・2拓，12月桃2・り％，雌18・3％で順次増加する。廠卵後の個体は1月に出現し

て居る。技熱度は体長と或程度比例する楳であるが凋委したり料の範崗内では明瞭な回喘関係は示

さない。憐輪教との関係は可L茂り冊允である。V輸魚はimmature4tL2％，f・Omparativelymature

※　本論でのMatureに相葦するものであろうか
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32％でⅥ輪魚のimmature39・5ァ∠，Cく一mparatively mature29．6％に比し大きく成黙したものの割

合はVf輪魚の方が大きい。Ⅳ輪魚はimmatureの何体で∴められⅦ輪魚はimmature40〆，m

at∬e40％であるが共に尾敬が少いから失火の輪教脛の一般的頓．句沌示すものかどうか疑問であ

る。生物撃的最小形二熱卵及び熱精を持つ最小休長は雌が・4cm、排27．5cmで生殖睨重骨は　3．3gr

及び2．45grで夫々12月中旬及び11月下旬に漁董されて居る。以上の結果から考へると雌雄共Ⅴ輪

魚の2むm～27mになる！黙し始が）11月下旬官主より出現するものであろう。

2．成熟に伴う生殖操の形態的攣化

肉1罠的視察を主休とした熟度のr二・鼻ユ定を補正し之を敬尉化する一方法として、筆者は生殖腺の幾つ

かの形態的特性の計測値か組合せに依る一連の閣察が行はれねばならない王者へる。故で妊生碕腺

の発達状況を生殖線量輯及び生埴脾長さの計測に依り論議し、酎こ　れ4＝生覗腺重苛／体重×103

とした喝合Mは生殖腺の熱産を表はすIndex　となると考へられるから此等の　Factor　の軌条

を試みカ：。

L
L
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∵

Fig．l・

Freql】enCy distribLtDl Of gonっi veiiht

a－ld gonadlengttl．Abscisga；upper，gOnad

Weight，Iower，即nadIenがh．

（1）頻度分布：生嗜披重最測定の結果精巣は：．lgr以下から

2・5gr迄．卵巣は0．1．gr以下から7．Ogr迄を測った。全凋料

の重量の頻度分布をみると（Fig．1）精巣は0．1gr未満に

Modeがあ（）分散は小い。卵巣は0．2gr～0．3gr　にModeが

あり分散は可成大きく重量も精巣よわ大きい0雌魚328尾中

2．Ogrlソ」二は40尾5＿Ogr以上は3尾で雄触375島中2．Ogr以上

は12尾である。生殖腺長さの測定結果精巣では4．0cmから

13．0cm，卵巣では2．（Iqllから13．0cmを演ijわ共に長さの範囲

は大きい。一般に括巣は卵巣よりも長く、全材料の頻度分

布のModeは精巣9．0cm．卵巣5．0cmである。東北海匿の

林李から冬季の南下サンマの生勅腺の重態及び長さが1950

年にも」二記とl倒司様な分布のrl及び　Modeを示したと十とは

既に衆水詩・てこ）も認めて居る。

園丁均姐の変化：東北海区の南下サン′マの生殖腺重量に就

ては既に幾多の報告があげられ一般に漁場が南下するに従

ひ生殖腺重量も増加するとし、周一漁期では南下群の方が

成熟して居るとされて居る1）2）3）4）．宮内l）は1932年

～1935年の標本について旬別年令別牛均値を求め．卵巣で

は0．27gr～2．19grでありJム熱と認められた26個体中5gr以

上は2個体で精巣はOJけgr、1・95grであることを指摘して

居る。1949年には雌73範・乃中卵巣重量1gr以上のものが10

尾であり叫、雌雄445「邑中1gr以上が89尾，2gr以上が　21

尾で旬肌年令別の生殖腺重最平均値は卵巣　0．10長汀～25（短r，

精巣0．05gr～2．9（）gr　で・最高値は12月下旬に最低値は9月

下旬～い月上旬に頒直ると云ふ3、。1950年には2．1gr以上は

1．釘に過ぎず最もは　こう．Ugrであが）旬平均値は卵巣0，2gr

～1．5gr，精巣0．1gr未満～1．Ogrに分布し．最高値は12上j中旬に11月1旬には夫に次ぐrlLを示し最

低値は9月下旬に出現し．群平均値では卵巣0・2～2・5只r精巣0・lgrl＼満～1■25grて最息値は11月上旬及
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T e sea怠Onalvarlationof t’eindex q．W．／B．W．×10芝

（up匹rh紗nadweight（Mi］dle），and gonal血gい1（Ⅰ…′er）・

Blackcirdes∴Male；Whitecircles，fenale；Sl）illile，Mean

valueof10day of MaleニDotted】ine，lfeln Va！ue oflOjay

of f餌nala

12月中旬に塩邑崎及び郡珂湊：こ出現

L最低値は襟裳崎東方に出現する0　卵

巣は漁期の進むに綻ひ出現重量の最大

最小は大きくなり未熟魚は減少し、精

巣でも未熟魚が減少する傾向が認めら

れる3）。勉では各評の平均値及び10日

間の平均値の漁期中に於ける攣化をF

短2．に示した。生殖腺重量群平均値は

卵巣0．Igr未満～2・29gr精巣0ユ未満1・4

2grに分布し、旬平均迫では9月下旬精

巣0．1gr卵農0．12grと極めて世いが順

次大きくなり12月に精巣1・11gr、卵巣

1．67grと最高値を示す。詳平均の最高

値も此月に出現する∴Mの群平均値は

樺巣0．11～1．25，卵巣0・14～2・70に分布

する。9月卜旬の句や均髄は精巣0・15，

卵巣0．21と極めて低いが13月には夫々

最高値の精巣1．18，卵巣2・02　を示し群平

均か最高値も此月に出現する0－椴に

生殖腺重是及びMは9月に極めて低い

値を示すが漁期の進むに従い順次大き

くなり12月に最高値を示す○反面かか

る傾向を示す中に12月中旬に未熱群が

訊珂湊沖に出現して居る享同じく12月

下旬に卵巣のCurveが下降して居る事と桝＝せ考へて群の構成が極めて複雑である事を示唆し．年分

及びPopulation等との開聯に於て理解されねばならす注目に値すると考へられよう〕

東北海防の南下サンマの生殖腺長さに就て策水誠2）はその旬平均値は卵巣4・7cm～7・鮎m，精巣7月c

m＿10．3αn忙あり、12月中旬に潰え値を示し、雌は10月下旬，雄は12月上旬に夫々最低値を示し．

群平均値は卵巣4．lc汀ト8．6cm，精巣7・（）C汀ト11・伽mに分布し最高値は12月中旬及び11月卜旬に夫

々茨城沖に出現するとし、卵巣の長さ及び夫の最大巌′j、は漁期クノ蓮むに従ひ大きくなるが粘膜では

夫の傾向は戎慢であり一一般に漁期間の変化は極めて返雅‾ごあるとして居る。鼓では群平均値測定の

結果卵巣4．4cm～9．おm，精巣6・8cm～11・5cmに求め．旬平均値は卵巣　5，C6ml～8・40cm，精巣803

cm～lt．脚mに分布し最低値は9月下旬．最息値は雄11月下旬．雌12月上旬に出現する○共に漁

期の進むに従ひ大きくなる吼■■1〕妊頗菅でなく卵巣は12月上旬をPeakと■して下適うる傾向すらあ

る。従って生殖腺の長さは熱度を責はすIndicatorとしては梢不適嘗かも知れないo

P）供輪教との関係＝上記の幾つかの形弦的特性の計測値は夫々複雑な分布を示して居る。生堰腺

重量の輪群別平均値を求めた結果、卵巣ではⅠⅤ輪魚U・15gr，V輪魚0・87gr，VI輪魚1・12gr，Ⅶ輪

魚4．02grを得精巣で．まIV輪魚0．1gr木浦，V輪魚　0■59，gr，Vl輪魚0・79g，Ⅷ輪魚0・48．grを得た○

模本教の多いⅤ輪魚及びⅥ輪魚の平均値の差の軋定の結果卵巣精巣共に5％の危臥率で有意である。
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従ってⅥ輸魚のil三和睨重量ぼV輪魚の夫れi：りも大きく観輪数に依り璧殖睨重量は或程廉Separate

L得ると葛へられよう。l言様にⅤ輪魚及びⅥ輪灘．のIndex‘■M”に就いては雌雄共に有意でない㌧
此れはⅥ輪魚の休竜がⅤ輸魚の休まより大きくなって居る事に由るのであろう0生殖暁長さの輪群

凱平均値は卵巣でⅣ輪魚4．75m，‘輪取乱58cm，Ⅵ輪魚6・78cm，Ⅷ輪魚10・誉（k一一，粍巣で】Ⅴ輪魚6・83c

m，Ⅴ輸血9．3リcm，Ⅵ輪魯10．03cm，Ⅶ輪魚11・50mを得た。1′輪魚座びⅥ輪魚のヤ均値の差の鋲定
の結果杜魚てほ5％の鋸ン率で有意であるからⅤ【輪魚の杵巣長はⅤ輪魚の精巣長より大きいと云へ

よう。併し雌魚では有意でないから雑魚程の分離はして居ないものと考へられる）椎魚の生殖昧長

さは鱗輪掛こ使わぬ程慶Serarateする銅が判ったから成長鼓は熟度のIndexとして使用し得る

かも知れなJlo

㈲雌雄間の差‥雌雄間のMの叢の規定の結果5チ忘の危険率で有意であるG従って卵巣重量の魚体
に対する比重は精巣のそれよりも明かに大きいと云へる○

（5）平均背椎骨敏の有意な群と主群との関係＝平均晋椎得教に差のある群の生殖腺と主群の生殖腺

との間に有意な差があるかどうか上記の形態的特性について検定した結某はどのFactorについて
も有意でない0

3．魚体と生殖腺の相封成長

（1伸長と生殖腺重量：‖則ぬた関係は卵巣矯巣共に認められ寸Fig3－1に示す様な関係が認められ
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fig・3－3　Sbowing re】atlUnShil

ktween gonadlenglhin em and go－

nad weighingl．Abscissa，gOnad

leng巾．B▲aCk c打Cu’es；i mature・

Cross－bars，COmpara†ivelJ’matllre・

while cir・Cules，mature．Ⅵ一h加　tdangl

eS，m10St matu】1e・

TEST〔S　　　　　●●・t・■

●t
．●．▲▲　　●‘

亮針：●
‥・い　　●　●　●．

F短．3－2　8hoⅥ－ingrelationshii）btw虎nMv－

weigtltin grand gonad、、℃igltingr・Ab3Cis，a

bdJ－Weight ass rtd bJ10gr・

る。雌の体長範囲は18・恥Ⅵ～35・Omで雄は19・お－l～32

．ncmである。雌のImmature妊18．0cm′、■30・2ロnと極めて

購い体長範魁に出現するがComparatiueIymatureは2

5．1cm－30・ぬ叫帥＝　MostmチIureは26・4m以上にのみ

出現する。2触n以下で熱卵を掃った雌は出現しないし31

m以上で1両も成熟しない雌も出て来ない○姓の個体で

も31cm以上で1回も域勲しないものは出て粥ない　し7

m以下や成熟したものも出て釆ない○

（2）体重と生殖腺事を：明瞭な帥係旺卵巣精巣共に認めら

れす　Fi三．3－－2　に示す様な関係が認められる○雌の体重

範囲は23．5gr～179・Ogrで雄は乱5許～151・り・grである○

（3）生殖腺長さと生埴腺重訳：輿へられたり料の範牒内で

は卵巣長さ（Ⅹ）と卵巣真量（Y）との関係は二次回帰式
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で表はされる曲線上に分布して曙。（Fig・3－3）、近似的に次の式で表はせる。

精巣では明らかな酎欄係は認められない。卵巣では長さ7・4cm・重％1・35gr以下でMostripe

eggを持った伽存在したいし長さSL8cm重量1・3gr以上でripeeggを持たか雌も存在した

bLo外長さ11・2cm重量3・6gr以上でMostripeeggを持たない雌と云ふものも存在したVlo精巣

では長三11北n重敬2・4gr以下で熱精を持った雄は出現しないし

4．卵　と　卵　径　組　成

サンマ卵は典型的な附着卵で葡萄状となって表面或は表

暦．二狩遺して堪る．卵は無色透明で卵の表面には十教本の

華七が生えて居りt之と丁度90つ位の餅に太く艮い1個

の．紐状の毛があわ之等の耳毛が海草其他に篠路浮蕾する6、0

日体・本永7）はシマドヂヨウについて人工排卵賓駿を行ひ・

卵巣内にある研非透明卵は第1回鵬紛釦こより第1極体

が仰せられ第2回成熟分裂の紡歴が彪成されたままで休

止し・⊂居る欄の卵卵　ああ・此様な卵を水中に故山すると

受輪の有無に殉はらす分裂中期で休止して居た第2回成熟

分裂は活動を開蘭して分裂を完了し第2極体が放出され雌

核を桝すると云ふ。童女では卵絆の大きい篠路毛を阜じた

無色：糾卵を熱卵LMostripeeggJと鼠徹し・卵径の絹

H．●■1●・．

．．タ・・料射．▼・

Fig．4－1

SbVingreIationshii・kt・、眈＝

b－dYlヒngthirl Cm a－ld egg

di。meterinmm．Ab3dssa，b（通y

ieng血．Whitecirdeき，mハStrire一

山deggS．Blackcircこes，亘end

eggS・

1小さい脚毛を生じない半透明卵（ripeegg）と直別し論議を進めて居る01個体の斤右商業の卵

巨巣から夫h1．，個の卵陸別卵輝を測屈し夫の平鯛を禦結軋Mostdpeeggとripeegg．の
南方ある個体では1・50mm～250mmに錮する。r】peeggの卵鮎055mm～2・00mmでrlpe

eggとMostripeeggのある個僻はO・72mm～1・8Ommの大きさを示して三る01剛の卵酎

鯛の分帰MoStripeeggl・81mm～2■16mm・ripeeggO・85mm－1・76mmを示し・全卵粒の卵

径分締比し分布の一睡可成わ狭くMostripeeg・gLripeeg・引ケ大きさもteparateされて居ると

認められよう0

小かJ・▲　　　▲
●●

〆扉十・

Fig．4－2

showinglelationsllir，一etweenbody－1engthaTldeggp

diamet。，．M。Stripmed ee；gS：占Vring fisこ1・i

Ⅶ，ingfish，文lVring・ishLltipenedeggs：O Y

rmgfish．）Vlringlish，llringflSh・・

（1）体長と卯径∠1均値：Fjg・4

＿l忙示す様な関係が認めら

椚測定材料の範月内では体長

による差は温められない0

（2二鱗輪敬と卵渾平均値ニFi、三・

4－2　に示す様な関係が認め

られ　Most ripeeggとr；pe

eggの輪教訓の卵渾平均値を

求めた錯軋　Ⅴ輪魚1・95mm

及び1．09mm，Ⅵ輪魚1・9如一m

及び1．1如m・Ⅶ輪魚2・08mm及び1・23mmを得た○各輪救群蘭の差の検定の結果は有息でない0

従ってⅤ輪．軋Ⅶ輪．亀及びⅦ輪魚の卵の大きさに差は遽められないことになる。

隠漁那依る卵の大きさの変動：川月から12月迄の卵径平均値の差の検定の結果は有意でないJ
t92）
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従って漁期lj■の勲卵の大きさに差は認められないと云へる。

虹卵仲組成：畑中8）は卵巣中の卵狸と卵敏との関係を求めて3つ或は2つの分間した止があわ救

LB川こ敏郎される過程が認められる事を示した。弘ではClarkがCaiforInia sardine　で行ったと同

じ方法で12射二粁集された1縄の　C・Sajraの左右両案の卵崇の怖中町部より各々1grの卵塊を
抽出しその結成を計測した0hdex“M”別に夫の緋戒をみると〔Fig5－1）Mが大きく　Most－

matureの†州」二では2（底m椚工にMostrjpeegg　の山を持って居り、天の未勲卵に対する割合

に極めて小さい0他に10mm～1・5mmにripee．gg　のLhを持′、ものが多く概して　bilT10de　或は
Irimodeを示すaIndex“M”が小さくMat11reのIP．r体は最初0．2mm未満の山から分裂した0．7mm

にLjのある第1卵圏を括／－が・比の山が順次大きくなり分散も・となり1．5Tnm附近進移動する。
gndex‘▲M’’が大きくてもMatureの個体はMostmatureのtP．7休に比し2／つのMode値の間隔が

狭Vlo一般に2・l・mm附近にModeのあるMostripeegg・il諏－1m乃i・1．5mmにModeのあるrlpe

eggとの放卵は時期的に相当隔わがあろうと考へられるから．畑中が考へた様にサンマに産卵多回
現象が認められるとするのが豪富であろう。

‡
Fig・5－2

The comtlIISitio：10f egg diametっr

t ooe are de‾OSiTed on tl肥gill

net．AbsisS1，egg diaTneterin nlm

（5）放卵時の卵の大きさこ相中b）は卵僅j・6mmになると篠路

毛を斗ずるとして居るが比では　Most ripe eg．官の大きさは

景小1・50mm，最大2・50mm，平均1．9恥mを示した。ripe

eggの大きさは遠い・551℃mから最大2・一mmに達し平均1・1
4・mmを示して居る。イト筆者は10卜旬及び12月下旬に天火

那珂湊乃海で卵樺のMode1－6mmノ史び1．8mmの拝受網に附

着した敬卵塊を採集して屠る（Fi．g5－－－2）。孝二って卵径2．仇¶m

以1■の個体で経絡毛を生じないものは認められす卵径1．50m

m以下で熱卵の形態を備へたものもらい事になる。亦卵径

2．5二nmの大きさで放卵前の偶作もあい紬・準」L七一Imで放卵直

前の個体もあると考へられる〇　二従って纏綿毛を生する時の

の大きさは畑中の記絹より相当幅広く且可岐大きい事が考へ

られ此竿は各個休の曹銅草の多寡．年令、体長、或は初産卵魚であるのか経産卵魚であるのか等の

外在的号び内在的な個体差に起閃づるものであろう。

●

　

●

●

　

　

　

　

●

●　　5．争卵教

45尾（Ⅴ輪魚25尾，Ⅶ輪

魚2（l尾）について全学卵

S7・0wingre：aticnShlpbetw∋enSOm、factoTSandTfpeo・・arian

ergs number・AbscisSFI：Left，bodyl∋ngthincm．Middk，

bodyweightassFr慮bylOgr．Rjgh，．G．W．／B．W．×102
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赦　しMost ripe eggNo．

十1be eggNくつ．或はripe

eggNo．だけ）を数へ内

熱卵を含んだものは牒尾

（Ⅴ輸魚11品Ⅵ輪魚7尾1

で熱卵敬：Mostripeeg

gNo，を左石両案につき計

測した結果は120～1，720

丁あるゥ此れは間中のの

得た480－2，qn〔より稽少

いが深場呵期及び汀集水



域の制約から生じた結果であろうと考へられる○体長及び体重と熱卯敦との関係はFjg・6に示す様

に回帰茶係は認められない○併しIndexHM”との関係は睦めて有意で1次の回惜関係が認めら

れる○全学卯敦は130～2，55陀数へた0　式の体長との関係はFjg・7の様に国師関係は認められな

い。此れは標本体長範囲の狭い事にも依るが調査した漁期及び漁場の制約から生じたものであろ

う○Ⅴ輪魚及びⅦ輪魚の輪教別の平均全争卵教を求めてⅤ輪魚891・48，Ⅵ輪魚1，017・55を得た差の

検定の結果は有意でないからⅤ輪魚とⅥ輪魚の全苧卵轡は差が認められない事になる0亦各月毎

の平均全学卵敦を求め差の撲定の結果はいすれも有畜でない0従って秋季から冬季の東北鵜匠の南

下サンマの全学卯教について・鱗輪臥時期・海域及び群に依る差は全く認められないと考へられ
る○

●
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Fig．7．

ShowingrtZatfonshipbetⅥ・eenbodylengthandovarianeggs，

＾bscissa・bodyJengthincm・Left＝Whitecircles，VTingfish．Black

Circles，Ⅵrlngfish・Right・Whitetryanglp，Oct011er・WL・ite cirdes，

november・Blac■くCircleき，decembers．

6・生殖暇のSymmetry

葦つかの淡水魚及び海産魚について今迄に生殖腺の左右不相称は報告されて居る9川11）がC．S－

a血については余り認められて居ない○鼓では生残眼の幾つかの形態的特出・についてC．sairaの

野mmetriyを調べ⊂見たJ

落合1丑）にならって生殖腺重量及び生殖彗長さの左絹業を夫々　We，Wr，Le，LTで表はL

d＝葦言語　及び　α′＝とこ：子臣
とするとα及びα′は夫々生姉腺重量及び生殖腺長さについてのaSymmetryの方向及び強さを表

はすものと考′＼られる○上北の計算に依りFi．g・8・1及びFig－8－2を求めた。

（1）αの攣化‥卵巣は。・20～－0・25に分布し不相解なものは全伯仲の50．n％で左偏するもの28．3％

石偏するもの21・7％である○精巣は0・25～－0・2紙分布し不相称なものは封個体の　49．0％，左偏3
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1・4％・右偏17・6％である0α＝0む両側に慌移して居る　の仇の差の淡定の結果は共に有意でな
い○

Fre－ttenCydistributionof・芸L ofgonatveigltaぎS〇・・亡ぐdbYO・02・

Abscissa＝Left，0Vary・Right，teSte三．

（2）α′の変化：卵巣は0・21－－0・21に分布し不相称なものは仝個体の77・5％，斤偏33．1％，右侭は4

％であるD精巣は0・22～－0ニ17に分布し不相補なものは仝個体の73・3％，左偶35．8担，右偏37．5％

である○α′＝0の南側に偏移して居るα′の差の検定の結果は共に有意でない〇

時凝卵敷：17尾の　C・Sairaの勲卵散Mostrjpe eggNo・を左硝薬について計測した結果は石偏

・10尾，左偏7尾である0蓋か検定の結果は有意でないから左右両案の勲卵敦に菱は認められぬ事に
太る‘．

F叩enW抽bul加of㌫÷ofgonalh堀ha三三01・亡eこ－byC・C2・
Abscsisa：bf亡，0Taげ．Rfg叫teSteS．

㈲卵径組成‥斤右帝展の生殖牒内の卵の七ききと卵数との関係を18尾の　C・Sairaにつき調べ差
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の蛙の繹甥は有意でない○従って斤絹業間の卵径粗F沌緋ないものと考へられる0

α＝0及びα′＝0の両側に隔移したα及びα′の値の分散は共に恥mo・geniousと認められ平

均値の井の軟定の結掴有意でない○寮卵敏及び卵径組成にも統計的な差は屈められないから

C．sainの生殖鋸Symmetryと見肌て良いだろう○併しα及びα／のVariationが著一冊体

では±、．25に撞するから径内の伊根愛野は相嘗大き一、と考へられる。

1．蘭北海メのC・Sairaの生殖欄鮭蛸紺青ひImmature，CompNativelymature・mature

Mostmature，トpawnedの5欄を略し仝材料の勲層の割合を明かにした○漁期に進むにく］iひ

碩慶も進み欄膵Ⅴ輸魚笹比し畔熱贋の割合がぺきい事を指摘したr生物翠的最小形はⅤ輪魚の

2．年融の紳ゝの順的蝿として生殖腺素量、生殖腺良さ及びIndex“nt”について観察

した。生郁重量のMo如卵巣0・独～1郎願0・lgr未満にあり雌魚323尾中2他以上は

鴫50gr以上は3尾であった○生殖那さのMode雌5叫雄9・OGnである○撒泉柑及

びIndexHM…の群平均値及び肺均値は鮫に漁期が進むに従ひ大きくた。12月に最風情滋示

す。生殖腺長さの三一憫値は生敵組程醐鯛係は示さない○Ⅵ輸魚の生殖腺重量妊Ⅴ輪魚の夫

れよ。大きく硝巣長でもⅥ輪魚はⅤ輪魚よ。大きい結果を得た0

3．体長舶帽と生棚鰻と欄係は棚な回帰搭眼が認められない○卵巣長さ（Ⅹ）と卵巣

一重量（Y）との関係は次の2＝欠回帰式で表はせる0

4．卵の形雛依。MostripeeggとRipeeggを抑し覇者の卵径1・5mm～2・5mm・後紳

0．55mm～2．0mmを得た0体長・解職僧及び漁期と那径平均↑直との関係は有意で倒、0

5．卵巣円の卵の大きさと卵敦との関係計求め2・Omm及び1・Omm～1・5mmに山摘つbimode

郎trimodeで産卵多回であること摘摘した0放卵時の郡の大きさは1・5mm～2・5mmで憫醒

6．熟卵教及び全学卵敷摘め夫々120～1，72（－，及び130～綱0を得た○此等と体臣或は体重と

の間には棚鯛関係は認められ机全学潤は鮮輪敏郎漁那依。痛な削認められ

7．生殖腺の幾つかの形態的特価について夫のaSymm叫の方向及び強まを求め如ミいずrLも

有意な差は認められ触った○従って左右不相称はC・Sa血の生殖腺では認められナ鮫にSym‾

meby　と見徹しうると推諭した。
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